
MI人間の幸福が物理的な成功とは関係ない理由.docx P-1 

人間の幸福が物理的な成功とは基本的に関係ないのはどうしてですか？逆にどんなに恵まれ

ていないような人でも非常に幸福でいられるのはどうしてですか？ 

これは、人間の幸福について考えるうえで、とても本質的で深いテーマですね。 

私たちはつい、経済的な豊かさ、社会的地位、健康、仕事の成功、人間関係など、目に見える

条件が整えば幸福になれると考えがちです。しかし、現実の人間社会を見ると、必ずしもそうで

はありません。 

むしろ、物質的には非常に恵まれているのに不幸を感じている人もいれば、生活環境が厳しく、

周囲から見れば恵まれていない人が、驚くほど穏やかで幸福に暮らしていることもあります。 

その違いを幾つかの観点から考えてみましょう。 

1. 幸福は「所有しているもの」より「人生をどう捉えているか」に左右される 

物理的な成功が幸福に直結しないのは、物質的な豊かさが満たすのは主として生活上の必要

であり、心の深い部分の必要とは別だからです。 

例えば、次のような違いがあります。 

物理的な豊かさ 心の豊かさ 

お金がある 感謝する心がある 

社会的地位が高い 自分の存在意義を理解している 

多くのものを所有する 今あるものに満足できる 

自由な時間がある 時間を有意義に使っている 

人から評価される 人を愛し、大切にしている 

問題が少ない 問題に対処する内面的な強さがある 

もちろん、経済的な安定や健康は幸福にとって重要です。しかし、それらだけでは幸福の土台は

完成しません。 

幸福を決定するのは、人生の外側の条件だけではなく、内側の価値観や心の状態なのです。 

2. 恵まれていない人でも幸福でいられるのはなぜか 

ここには、人間の幸福について非常に重要な原則があります。 

それは、幸福は必ずしも自分の置かれた状況によって決まるのではなく、自分が何を大切にし

て生きているかによって大きく変わるということです。 

例えば、次の 5 つの要素が考えられます。 

① 人生の目的を持っている 
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自分が何のために生きているのかを理解している人は、困難な状況にあっても人生の方向性を

失いにくくなります。 

② 感謝する心を持っている 

恵まれていない部分ばかりを見るのではなく、今あるものの価値を認識できます。 

感謝は、幸福を感じる能力を育てます。 

③ 人を愛し、誰かの役に立つことを喜ぶ 

自分が何を得られるかよりも、誰かに何を与えられるかを大切にする人は、物質的な豊かさとは

異なる喜びを経験できます。 

④ 希望を持っている 

現在の状況が人生のすべてではないと理解している人は、困難に押しつぶされにくくなります。 

⑤ 自分より大きな存在との絆を持っている 

自分の人生を単なる偶然や物質的な成功だけで捉えず、神との関係や神の目的の中に位置付

けている人は、深い安心感や人生の意味を見いだせます。 

3. 聖書は幸福について何を教えているか 

ここは特に興味深いところです。 

聖書は、幸福と物質的な豊かさを同一視していません。 

例えば、イエスはマタイ 5 章 3 節でこう述べました。 

「自分の必要を自覚している人たちは幸福です」。 

この言葉は、幸福になるためには、物質的な必要を満たすこと以上に、神との関係における自

分の必要を認識することが大切だと教えています。 

また、次の聖句も重要です。 

• テモテ第一 6:6 ― 神への専心と満足する気持ちは、大きな利益をもたらします。 

• フィリピ 4:12，13 ― パウロは、豊かな時も乏しい時も、どんな状況にも対処する方法を

学んでいました。 

• 箴言 15:17 ― 愛のあるところで食べる野菜の食事は、憎しみのあるところで食べるごち

そうに勝ります。 

• 使徒 20:35 ― 受けるより与える方が幸福です。 

特にフィリピ 4 章のパウロの言葉は印象的です。 
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パウロは、困難がなくなったから幸福になったのではありません。困難がある状態でも、エホバ

への信頼によって満足することを学んでいました。 

つまり、幸福とは、問題が存在しない状態ではなく、問題が存在していても心の平安や喜びを保

てる状態でもあるのです。 

4. 実は、幸福な人は周囲の人にも幸福を与えられる 

ここには、さらに深い原則があります。 

幸福を自分が得るものとしてだけ考えると、どうしても自分の環境や所有物に意識が向きます。 

しかし、幸福を人に与えるものとして考えると、生き方そのものが変わります。 

例えば、 

• 相手の気持ちを理解しようとする。 

• 小さな親切を惜しまない。 

• 人の喜びを自分の喜びにする。 

• 相手の欠点より良いところを見る。 

• 困っている人に希望を与える。 

こうした生き方は、アガペー愛の実践そのものです。 

そして興味深いことに、人を幸福にしようと努力する人自身も、幸福を経験するようになります。 

これは、単に人から感謝されるからではありません。自分の人生を利他的な目的のために使っ

ているという充実感が生まれるからです。 

5. 幸福についての最も深い洞察 

私は、ここまでのことを考えると、幸福には 3 つの深さがあると思います。 

第 1 段階：得る幸福 

お金、健康、快適さ、成功、娯楽など、自分が何かを得ることによる幸福。 

第 2 段階：与える幸福 

人を愛し、助け、喜ばせることによる幸福。自分以外の人の幸せも自分の喜びになる。 

第 3 段階：神との絆による幸福 

エホバとの親しい関係を持ち、神の目的を理解し、その目的に沿って生きることによる幸福。状

況が変化しても失われにくい深い喜び。 

この 3 つを考えると、物質的な豊かさがなくても非常に幸福でいられる理由が見えてきます。 
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第 1 段階の幸福が少なくても、第 2、第 3 段階の幸福は育てることができます。 

そして、神との絆を深め、アガペー愛を培い、人に喜びを与える生き方をするなら、人生の外側

の条件に過度に左右されない、強く安定した幸福を育てられるのではないでしょうか。 

最後に、一つ考えてみたいことがあります。 

もし人間が、物質的な成功や自分の欲求を満たすことよりも、エホバとの絆を深め、人を愛し、

人に幸福を与えることを人生の中心に置くなら、その人の幸福は年齢を重ねても、環境が変化

しても、さらには困難に直面しても、深まり続ける可能性があります。 

そう考えると、幸福な人生とは、どれほど多くのものを手に入れたかではなく、どれほど愛せる人

になったか、どれほど神との絆を深めたか、そしてどれほど人に喜びを与えられたかによって測

れるのかもしれませんね。 

 

どんな状況でも神と人を愛せる生き方を一層培うには、どんな行動や思考の習慣が大切でしょ

うか？私は聖書の伝道が重要だと考えています。思考もいつも伝道のこと、どうしたら音信をさ

らに多くの人々に受け入れてもらえるかをいつも考えている習慣はさらなる幸福へ導かれるよう

に思います。 

とても大切な視点だと思います。特に、伝道を単なる宗教的な活動や義務としてではなく、神と

人への愛を日々実践し、自分自身も幸福になる生き方の中心に置くという考え方には、深い意

味があります。 

私が注目したいのは、あなたがおっしゃった次の部分です。 

思考もいつも伝道のこと、どうしたら音信をさらに多くの人々に受け入れてもらえるかをいつも考

えている習慣。 

これは、単に伝道の時間を増やすということとは違います。 

日常生活の中で、いつも人のことを考え、その人の気持ちや必要を理解し、どうすればエホバの

愛や希望を伝えられるかを考えるようになる、ということですね。 

そうなると、伝道は特定の時間に行う活動ではなく、日々の物事の見方や人との接し方にまで

影響する生き方になります。 

ただし、音信を受け入れてもらえるかどうかは相手の自由な選択です。私たちが大切にできるの

は、愛をもって伝え、相手の反応にかかわらず尊重し続けることです。 

その点を踏まえて、いくつかの習慣を考えてみましょう。 

1. 思考の習慣を「自分中心」から「神と人中心」に変える 

毎日の生活で、次のような問いを習慣にするとよいと思います。 
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• 今日、エホバに喜んでいただくには何ができるだろうか。 

• 今日、誰かの気持ちを理解してあげられるだろうか。 

• 今、目の前にいる人はどんな悩みや希望を持っているだろうか。 

• この人に聖書のどんな教えが希望になるだろうか。 

• どうすれば押し付けることなく、自然に聖書への関心を高めてもらえるだろうか。 

これは、フィリピ 2 章 4 節の「自分のことだけでなく、他の人のことにも目を向けましょう」という

原則とよく調和しています。 

興味深いのは、こうした思考を続けると、人を見る目そのものが変わってくることです。 

単なる通行人、仕事上の関係者、近所の人ではなく、それぞれが神に愛される価値のある人と

して見えてくるでしょう。 

2. 伝道を幸福の源にする 5 つの習慣 

① 祈りを伝道の出発点にする 

伝道に出掛ける前だけでなく、日常の中でもエホバに助けを求めます。 

「今日、誰かを励ます機会に気付けるよう助けてください」「相手の気持ちを理解できるようにし

てください」と祈ります。 

祈りによって、伝道が自分の能力だけに頼る活動ではなく、エホバに頼る活動になります。 

② 人の気持ちを理解する習慣を持つ 

相手の言葉だけでなく、その背景にある気持ちを考えます。 

例えば、無関心に見える人も、実は忙しかったり、過去の経験から宗教に警戒心を抱いていたり

するかもしれません。 

ヤコブ 1 章 19 節の「聞くことに速く、話すことに遅く」という原則を実践します。 

③ 相手の心に届く伝え方を研究する 

聖書の知識を増やすだけでなく、相手の状況に合わせて説明する力を培います。 

同じ聖句でも、悲しんでいる人、将来を心配している人、家族関係に悩んでいる人では、心に響

く適用が異なります。 

コロサイ 4 章 6 節の、いつも親切で相手に合った話し方をするという原則が役立ちます。 

④ 日常生活そのものを愛の実践の場にする 

親切、思いやり、誠実さ、寛容さを日々実践します。 
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伝道の時だけ親切なのではなく、家族、仕事仲間、近所の人にも同じ愛を示します。 

そうすれば、言葉だけでなく生き方そのものが、神の愛を表すものになります。 

⑤ 一日の終わりに愛の実践を振り返る 

「今日は誰を喜ばせることができただろうか」「誰の気持ちをもっと理解できたか」「明日は何を改

善できるだろうか」と考えます。 

成果の数だけでなく、愛を示せたかどうかを振り返ることが大切です。 

3. 伝道について考える習慣を、さらに深める 

ここは、あなたの考えをもう一歩発展させられる部分だと思います。 

伝道について考えるとき、次の 4 つの視点を持つと、非常に豊かな思考習慣になります。 

思考の方向 自分に問い掛けること 

人を理解する 人々は何を心配し、何を求めているのか 

音信を理解する その人の悩みに聖書はどんな希望を与えるか 

方法を工夫する どうすれば自然に関心を持ってもらえるか 

愛を深める 反応がなくても、どうすればその人を大切にできるか 

特に 4 番目が重要です。 

伝道の目的を、単に聖書を学ぶ人を増やすことだけに限定してしまうと、結果によって喜びが左

右される可能性があります。 

しかし、相手がすぐに関心を示さなくても、その人を尊重し、親切に接し、希望を伝えようと努力

したこと自体に喜びを見いだせます。 

それは、ガラテア 6 章 9 節の、善を行うことに諦めないという精神にも通じます。 

4. ぜひ培いたい「愛の好循環」 

もう一つ、非常に興味深いことがあります。 

神と人を愛する生活には、次のような好循環が生まれると思います。 

エホバへの愛を深める 

聖書を学び、祈り、神の特質を黙想する 

人への愛が深まる 

人の気持ちや必要に敏感になる 
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愛を行動に移す 

伝道、親切、励まし、援助を実践する 

喜びと感謝が増す 

人を喜ばせることに自分も喜びを感じる 

さらに神と人を愛したくなる 

この循環は、アガペー愛を培ううえで素晴らしいものだと思います。 

5. 毎日実践できる小さな習慣 

大きな目標を立てるより、毎日の生活に組み込むことが大切です。 

以前、祈りを日常的な習慣にしたいと話されていましたね。そこで、無理なく続けられるよう、次

のような習慣をお勧めします。 

タイミング 実践すること 

朝 エホバに今日の導きを祈る 

聖書を読む時 神の愛や人への思いやりを一つ見つける 

日中 一人の人を喜ばせる機会を探す 

伝道の前 相手の立場を考え、助けを祈る 

夜 感謝できることと愛を示せたことを振り返る 

毎日すべてを完璧に行う必要はありません。一つでも意識して実践することが、やがて人格や

思考の習慣を変えていきます。 

最後に、ぜひ黙想していただきたいこと 

イエスの生き方を考えてみてください。 

イエスは、どんな状況にあってもエホバを愛し、人々を愛しました。疲れていても人々に関心を示

し、苦しんでいる人を見れば同情し、弟子たちの成長を辛抱強く助けました。 

その生き方には、物質的な成功を追求する人生とは全く異なる幸福が表れています。 

私は、次の 3 つを人生の継続的な目標にすることは、とても意義深いと思います。 

1. エホバをもっと深く知り、もっと愛する。 

2. 人の気持ちをもっと理解し、もっと愛する。 

3. 聖書の希望をもっと多くの人に、もっと効果的に、もっと親切に伝える。 

そして、忘れたくないのは、伝道の成果だけで自分の幸福を測らないことです。相手の自由を尊

重しながら、愛を込めて努力すること自体に喜びを見いだしたいですね。 
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幸福な人生とは、毎日、神への愛と人への愛を少しずつ深めていく人生なのかもしれません。 

最後に一つ、考えてみたい聖句があります。 

ヨハネ第一 4 章 19 節には、「私たちが愛するのは、神がまず愛してくださったからです」とあり

ます。 

私たちが人を愛し、伝道し、誰かを幸福にしたいと思う気持ちの出発点には、エホバから受けた

愛があります。 

その愛を毎日思い起こすことが、どんな状況でも幸福であり続けるための、とても大切な土台に

なると思います。 

 

今回も、素晴らしい考察をありがとうございました。 

こちらこそ、ありがとうございます。 

今回の対話を通して、私も一つ大切なことを改めて感じます。 

エホバを愛すること、人を愛すること、そして人に希望を伝えることは、別々の活動ではなく、一

つの幸福な生き方の表れなのですね。 

どうか、日々の小さな祈り、小さな親切、そして伝道への工夫を大切になさってください。 

大きな成果を急がず、愛の面で少しずつ成長していく。その歩み自体が、豊かな喜びにつなが

ると思います。 

これからも一緒に、聖書の深い知恵や、幸福な人生を築くためのヒントを考えていきましょう。       

 


